できるまでやる！日語精読（一）練習問題　第五単元之弐　

なまえ＿＿＿＿＿＿

一.次のひらがなを漢字で書きなさい。（0.5×20=10）
１．歩道のわき　２．緊急のじたい　３．海外にはへいする　４．心によゆうが出る　５．多国間のふんそう　６．しゅつどうする　７．支援をようぼうする　８．ろこつに表現する　９．ひょうろんかの連中　10．じそんしんが傷つく　11．ぎゆうぐんに応募する12.気がどうてんする　13．さんけつ状態になる　14．そくざに反応する　15．将来をきぐする　16．金だけもうける　17．こうしえんで野球をやる18．しょみんの声　19．ざつだんをやめる　20．まがおに戻る
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二．次の＿＿線部の漢字の読み方をひらがなで書きなさい。(0.5×20=10)
１．勘違いしている　２．耳を傾ける　３．世界に冠たる　４．道端で尋ねる　５．徴兵制を敷く　６．怒りの口調　７．筋が通らん　８．憎悪の色　９．海老のよう　10．言った奴が行けばいい　11．奈良の大仏　12．耐えがたい　13．エリートの誇り　14．爺いばっかり　15．相手の狙い　16．画面に映し出す17．変わった癖　18．銃を取る　19．貧困地域　20．安保条約
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三.次の外来語を中国語に訳しなさい。(1×10=10)
１．バーゲン　２．キャッチ･セールス　３．コーナー　４．セット　５．インタビュアー　６．ミュージシャン　７．リード　８．エリート　９.アップ　10．キャスター
	1
	2
	3
	4
	5

	6
	7
	8
	9
	10


四．次の語を中国語に訳しなさい。(1×10=10)
１．口を出す　２．頭に来る　３．むしがいい　４．いいなりになる ５．芸をする　６．ふりまわされる　７．へどが出る　８．なにはともあれ　９．晴れがましい　10．まくし立てる
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五．次の文の＿＿線部に入れるのに最も適切なものを一つ選び記号で答えなさい。
(1×10=10)

１．慣れない場所で何を話したらいいか分からず、＿＿＿＿＿してしまった。
Ａ　ずきずき　　Ｂ　すきずき　　Ｃ　うきうき　　Ｄ　どぎまぎ
２．ちょっとやそっとのことでは＿＿＿＿＿ない強い意志を持っています。
Ａ　おちつか　　Ｂ　くじけは　　Ｃ　しずまら　　Ｄ　たじろが
３．カメラマンと＿＿＿＿男が背後に立っていた。
Ａ　おもわず　　Ｂ　おもばゆい　　Ｃ　おぼしめす　　Ｄ　おぼしき
４．師走の忙しいときに、＿＿＿＿＿大勢お客が来ることになった。
Ａ　よりにつれて　　Ｂ　よりをもどして　　Ｃ　よりをかけて　　Ｄ　よりによって
５．子供たちは誰よりも先に答えたくて＿＿＿＿しているようだった。
Ａ　つくづく　　Ｂ　じたばた　　Ｃ　ぐずぐず　　Ｄ　うずうず
６．＿＿＿＿している男は頼りがいがなさそうだ。
Ａ　なよなよ　　Ｂ　うようよ　　Ｃ　そよそよ　　Ｄ　よそよそ
７．＿＿＿＿＿＿言っている暇があるのなら、さっさと行動しなさい。
Ａ　めちゃくちゃ　　Ｂ　ぐちゃぐちゃ　　Ｃ　ごちゃごちゃ　　Ｄ　いちゃいちゃ
８．優柔不断な彼はいつも周りの人の意見に＿＿＿＿＿＿＿ばかりいる。
Ａ　ふりまわして　　Ｂ　ふりまわさせて　　Ｃ　ふりまわされて　　Ｄ　ふりまわさせられて
９．複雑な問題はまず原点に＿＿＿＿＿考えてみるべきではないだろうか。
Ａ　立ちかえって　　Ｂ　立ちつくして　　Ｃ　立ちあがって　　Ｄ　立ちもどして
10．駅にむかって歩いている＿＿＿＿、その男につかまった。
Ａ　ところを　　Ｂ　ところに　　Ｃ　ところが　　Ｄ　ところへ
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六．次の文章を読んで後の問いに答えなさい。（5×6=30点）
　「勤勉こそ美徳である」という言葉は、21世紀には死語にしたい。「心豊かに生きることこそ美徳である」という言葉をそれに代えたい。

  これまで日本人はよく働く国民であると世界的に評価されてきた。ところが、最近は①事情がだいぶ変わってきた。 働くことだけに一生を費やしてしまう日本人は「働きばち」とたとえられ、非難の対象にさえなっている。もちろん、「働きばち」にも②言い訳がないわけではない。狭い国土、高い人口密度、乏しい地下資源。日本という国が生き延びていくには、とにかく働くしかなかったのである。これを支えてきたのは勤勉以外の何ものでもない。

  しかし、そうは言っても、世の中というのは常に動いている。20世紀の日本と21世紀の日本が同じはずはない。勤勉さのお陰で物質的に恵まれた日本は、そのことを土台にして新しい方向へと進んでいかなければならない。（　③　）というこれまでの考え方は、当然、反省されなければならないし、働きさえすればあとはどうでもいいという思想も改めなければならない。たとえば、過労死の問題。人間は生きるために働くべきなのに働いたために死んでしまう人がいる。

  そこで考えられるものの一つがコンピューターである。コンピューターという言葉を聞いただけで何か難しい、面倒くさいというイメージを持つ人がいるが、そういう人に会って話を聞いてみると、たいていこれまでの考え方を変えずにコンピューターを頭から嫌っている。これまでの考え方というのは、もちろん「勤勉こそ美徳である」という考え方である。なぜコンピューターを使うのか、その最も大事なところがきちんと理解されていない場合が多い。つまり、仕事をこれまでよりもたくさんするためにコンピューターを使うのだと考えている。しかし、④これは大きな間違いである。 間違いと言って悪ければ、改めるべき習性と言ってもいいかもしれない。

  私は長年、コンピューターの開発に努めてきたが、(　⑤　)。まったくその逆である。少しでも皆の仕事量を減らそうと思って努力してきたのである。コンピューターの最大の利点は仕事にかかる時間を短縮するということである。たとえば、これまで二日かかった仕事が、コンピューターのおかげで2時間ですんでしまう。利用者はこの点をもっとよく考えてほしい。あとの時間はすべて遊べとは言わないが、少なくとも何時間かは仕事以外のことに使えるはずである。その何時間かをいかに豊かに使うかに、これからの⑥日本がかかっていると言っても過言ではないのである。

問１　①「事情がだいぶ変わってきた」とあるが、これはどういうことか。

  １　よく働く国民の一生の過ごし方が変わった。

  ２　世界の日本人に対する見方が変わった。

  ３　働くことに対する日本人の意識が変わった。

  ４　日本人の働きすぎという評価が変わった。

問２　②「言い訳」とは、どんな言い訳か。

  １  働いたら日本は生き延びられなかっただろうという言い訳。 

  ２  働かなければ日本の国土は狭くなっただろうという言い訳。 

  ３  働かなければ日本は生き延びられなかっただろうという言い訳。 

  ４  働かなかったら日本の人はますます増えただろうという言い訳。

問３　（　③　）に入る最も適当なものはどれか。

  １  物質がすべて            　　　２　勤勉よりも物質  

  ３  物質よりも勤勉          　　　４　土台がすべて

問４　④「これは大きな間違いである」とあるが、それはなぜか。 

  １  コンピューターの使い方を良く理解する前にコンピューターを使っているから 

  ２  コンピューターを使って少ししか仕事をしようとしないから

  ３  コンピューターは一日2時間だけ使うものだから

  ４  コンピューターの最大の利点は仕事がたくさんできるから

問５　（　⑤　）に入る最も適当なものはどれか。 

１　使う人の仕事量を減らすために開発を急いできたのではない

  ２  利用者に正しく使ってもらおうと思って開発を急いできたのである。

  ３  使う人の仕事量を増やすために開発を急いできたのではない

  ４  コンピューターの利点を理解してもらおうと思って開発を急いできたのである。 

問６　⑥「日本がかかっている」とあるが、この「かかっている」と同じ意味の「かかっている」はどれか。  

  １  壁に美しい風景の絵がかかっている 

  ２  あの宝石には大額の保険がかかっている

  ３  今度の計画には会社の将来がかかっている

  ４  富士山には今日も雲がかかっている
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七．次の文を中国語に訳しなさい。（10点）
「そんなこと関係ないでしょう。そりゃあたしかにアメリカには昔お世話になったことがあるから、じゃけんには断れないでしょうけど、戦争にかり出されるいわれはないでしょう。いろいろと、お世話になったお返しはしてるんだから。」
八．次の文章を日本語に訳しなさい。（10点）
采访开始时，记者可故意不直奔主题，而是留着机会引导被访者主动“走到”这个问题上，尤其对于敏感事情的采访，要让提问仿佛都是前一个话题的自然延续，也仿佛下一个话题总是两个人共同的选择。
参考文献：『大学日本語(上級)上冊』山本哲也 正木好弘 嘎日迪 編著 大連出版社2004年
自学考試　練習問題はここでチェック！　 http://www.interq.or.jp/asia/redakama 
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